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農
地
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

が
平
成
二
十
一
年
六

月
十
七
日
可
決
成
立

し
、
同
月
二
十
四
日

公
布
さ
れ
ま
し
た
。

公
布
の
日
か
ら
六
カ

月
以
内
に
政
令
等
が

整
備
さ
れ
、
本
年
十

二
月
に
は
施
行
と
な

り
新
た
な
農
地
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

改
正
農
地
法
は
、

食
料
の
安
定
供
給
を

図
る
た
め
の
重
要
な

生
産
基
盤
で
あ
る
農

地
に
つ
い
て
、
転
用

規
制
の
見
直
し
等
に

よ
り
そ
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
農
地

の
貸
借
規
制
の
見
直

し
、
農
地
利
用
集
積 

       円
滑
化
事
業
の
創
設
、
遊
休
農
地
対
策

の
強
化
、
農
業
生
産
法
人
制
度
及
び
農

地
の
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
等
の
見
直

し
な
ど
幅
広
い
内
容
の
改
正
と
な
り
ま

し
た
。 

■
農
業
委
員
会
に
も
新
た
な
役
割 

農
業
委
員
会
に
お
い
て
も
、
よ
り
一 

層
の
適
正
な
事
務
実
施
の
も
と
、
貸
借 

規
制
の
緩
和
に
伴
う
適
正
な
判
断
や
許 

可
後
の
農
地
利
用
状
況
に
伴
う
厳
正
な 

執
行
、
毎
年
一
回
の
農
地
利
用
状
況
調 

査
の
実
施
に
基
づ
い
た
遊
休
農
地
の
是 

      

我
が
国
の
農
地
は
こ
の
四
十
年
間
で 

二
割
以
上
減
尐
し
て
い
ま
す
。
失
っ
た 

農
地
は
１
４
６
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
静 

岡
県
の
総
面
積
の
二
つ
分
の
広
さ
に
匹 

敵
し
ま
す
。
同
様
に
農
家
数
も
ピ
ー
ク 

       

正
指
導
権
限
の
強
化
な
ど
新
農
地
制
度

の
執
行
に
あ
た
り
、
重
要
な
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

■
改
正
農
地
法
の
背
景
に
は
・・ 

国
際
的
な
穀
物
価
格
の
高
騰
や
輸
入

食
料
品
の
安
全
性
へ
の
不
安
な
ど
を
受

け
、
食
料
の
多
く
を
海
外
に
依
存
し
て

い
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
国
内
の
農

業
生
産
を
高
め
、
国
民
に
対
す
る
食
料

の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

      時
に
比
較
し
て
半
分
に
減
尐
し
て
い
ま 

す
。 ま

た
、
農
業
就
業
人
口
は
２
９
８
万 

人
で
、
そ
の
約
半
数
は
七
十
歳
以
上
の 

高
齢
者
が
占
め
、
日
本
の
総
人
口
の
三 

パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
数
ま
で
に
減

尐
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
国
内
の
耕
作
放
棄
地
の
面
積

は
約
３
９
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
昭
和
五

十
年
と
比
較
し
て
約
三
倍
ま
で
増
大
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
静
岡
県
の
総
面
積

の
約
半
分
に
匹
敵
す
る
農
地
が
放
棄
さ

れ
て
い
ま
す
。
（左
図
参
照
） 

農
業
の
現
場
で
は
、
農
業
所
得
の
減

尐
や
後
継
者
不
足
な
ど
様
々
な
問
題
を

抱
え
な
が
ら
、日
本
の
農
業
の
現
状
は
、

極
め
て
危
う
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

                  

改
正
農
地
法
が
成
立
！ 

～
新
た
な
農
地
制
度
が
始
ま
り
ま
す
～ 

 

極
め
て
危
う
い
日
本
の
農
業
の
現
状 

～
日
本
の
農
地
、
こ
の
四
十
年
間
で
、 

静
岡
県
の
総
面
積
二
つ
分
を
失
う
～ 

耕作放棄地面積の推移 

資料：農林水産省「農林業センサス」 
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①
農
地
法
の
目
的
の
見
直
し 

農
地
法
第
一
条
の
目
的
に
つ
い
て
、

農
地
は
地
域
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
と

位
置
づ
け
、
農
地
転
用
を
規
制
す
る
と

と
も
に
、
農
地
を
効
率
的
に
利
用
す
る

耕
作
者
に
よ
る
地
域
と
の
調
和
に
配
慮

し
た
権
利
の
取
得
を
促
進
す
る
こ
と
等

を
明
確
化
す
る
。 

ま
た
、
農
地
の
所
有
権
、
賃
借
権
等

を
有
す
る
者
は
そ
の
適
正
か
つ
効
率
的

な
利
用
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

旨
の
責
務
規
定
を
創
設
す
る
。 

 

②
農
地
転
用
規
制
の
厳
格
化 

 

こ
れ
ま
で
許
可
が
不
要
で
あ
っ
た
国

又
は
県
に
よ
る
学
校
、
病
院
等
公
共
施

設
の
設
置
を
す
る
た
め
の
農
地
転
用
は
、

今
後
は
許
可
の
対
象
。 

③
違
反
転
用
に
対
す
る
罰
則
の
強
化 

法
人
に
よ
る
違
反
転
用
の
場
合
は
、

罰
金
を
三
百
万
円
以
下
か
ら
一
億
円
に

引
上
げ
ら
れ
、
ま
た
原
状
回
復
命
令
違

反
も
同
様
に
一
億
円
に
引
き
上
げ
る
。 

 
 

個
人
に
よ
る
違
反
転
用
は
、
こ
れ
ま 

で
通
り
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万 

    

円
以
下
の
罰
金
。
た
だ
し
、
原
状
回
復 

命
令
違
反
の
場
合
は
、
違
反
転
用
と
同

様
に
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円

以
下
の
罰
金
に
引
き
上
げ
る
。 

 
 
 

な
お
、
原
状
回
復
命
令
に
従
わ
な
い

又
は
見
込
み
が
な
い
場
合
な
ど
に
は
、

県
知
事
に
よ
る
行
政
代
執
行
制
度
を
創

設
す
る
。 

④
農
用
地
区
域
内
の
除
外
の
厳
格
化 

農
用
地
区
域
内
の
農
地(

青
地)

に
つ

い
て
、
担
い
手
へ
の
利
用
集
積
に
支
障

が
あ
る
場
合
は
、
他
の
要
件
を
満
た
す

場
合
で
あ
っ
て
も
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。 

⑤
農
地
を
利
用
す
る
者
の
確
保
拡
大 

農
地
の
貸
借
規
制
の
緩
和
に
よ
り
、

解
除
条
件
付
き
な
ど
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
場
合
は
、
農
作
業
常
時
従
事
者

以
外
の
個
人
及
び
農
業
生
産
法
人
以
外

の
法
人(

一
般
会
社
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等)

な
ど
へ
の
農
地
を
借
り
受
け
る
範
囲
が

拡
大
さ
れ
る
。 

そ
の
他
、
農
業
生
産
法
人
の
出
資
制

限
が
緩
和
さ
れ
る
ほ
か
、
農
業
協
同
組

合(

連
合
会
を
含
む)

も
、
農
地
の
貸
借

に
よ
り
農
業
経
営
が
可
能
と
な
る
。 

⑥
相
続
等
に
よ
る
届
出
制
度
の
創
設 

相
続
等
に
よ
り
農
地
を
取
得
し
た
者

は
、
農
業
委
員
会
に
届
け
出
が
必
要
。 

 

農
業
委
員
会
は
、
そ
の
届
け
出
の
あ

っ
た
農
地
の
適
正
か
つ
有
効
利
用
が
図

れ
る
よ
う
、
届
け
出
者
に
対
し
斡
旋
等

を
行
う
。
届
け
出
を
し
な
か
っ
た
り
、

虚
偽
の
届
け
出
を
し
た
者
は
、
十
万
円

以
下
の
過
料
。 

⑦
農
地
の
賃
借
料
情
報
の
提
供 

標
準
小
作
料
制
度
は
廃
止
。今
後
は
、

農
業
委
員
会
が
地
域
に
お
け
る
賃
借
料

の
目
安
と
し
て
、
農
地
の
賃
借
料
情
報

の
収
集
提
供
等
を
行
う
。 

⑧
農
地
の
賃
貸
借
存
続
期
間
の
特
例 

⑨
小
作
地
所
有
制
限
等
の
廃
止 

農
地
の
賃
貸
借
の
存
続
期
間
に
つ
い

て
、
民
法
に
よ
り
二
十
年
以
内
か
ら
五

十
年
以
内
に
改
正
す
る
。 

小
作
地
の
所
有
制
限
及
び
小
作
地
を

国
が
強
制
的
に
買
収
す
る
措
置
等
の
廃

止
。
併
せ
て
「
小
作
地
」「
小
作
農
」
等

の
用
語
の
見
直
し
を
行
う
。 

⑩
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の
見
直
し 

こ
れ
ま
で
農
地
を
貸
す
と
打
ち
切
り

に
な
っ
た
農
地
の
相
続
税
納
税
猶
予
が
、

他
人
に
農
地
を
貸
し
付
け
た
場
合
で
も

納
税
猶
予
が
継
続
さ
れ
る
。（
市
街
化
区

域
内
農
地
は
除
く
。） 

た
だ
し
、
こ
の
改
正
に
よ
り
貸
し
付

け
た
場
合
、
農
地
と
し
て
の
利
用
を
終

身
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。 

⑪
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
の
創
設 

こ
の
事
業
は
、
農
地
の
面
的
集
積
の

新
た
な
仕
組
み
と
し
て
創
設
。市
町
村
、

市
町
村
農
業
公
社
及
び
農
業
協
同
組
合

等
の
団
体
が
、
多
数
の
農
地
所
有
者
か

ら
一
括
し
て
農
地
を
引
き
受
け
、
そ
れ

を
面
的
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
再
配
分
す

る
も
の
。 

⑫
遊
休
農
地
対
策
の
強
化 

す
べ
て
の
遊
休
農
地
を
対
象
と
し
た

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
仕
組
み
に
見
直
す
。

そ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
は
、
毎
年
一

回
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
い
、
遊

休
農
地
の
所
有
者
に
対
す
る
是
正
指
導

権
限
を
強
化
す
る
。 

ま
た
、
農
業
者
な
ど
か
ら
遊
休
農
地

が
あ
る
旨
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
や
所
有
者
が
判
明
し
な
い
遊
休

農
地
に
つ
い
て
も
利
用
を
図
る
措
置
等

を
新
設
す
る
。 
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だ
か
ら
か
ら
こ
そ
、
い
ま
見
直
す
！ 

～
主

な
改

正

ポ
イ
ン
ト
①
か
ら
⑫
ま
で
～ 

■Ｐ．１とＰ．２の参考引用:「こうなる農地制度」(全国農業会議所) 「農地制度の見直しの概要」「同見直しについて」(農林水産省)｢農地法等改正のポイント｣（全国農業新聞）「いちのせき農委 

だより第１０号」 

「月間ＮＥＷＳがわかる：農地が消える（毎日ｊｐ）」等 
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■
ス
ト
ッ
プ
！
遊
休
農
地 

近
年
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
等
に
よ
り
遊
休
農
地
（
耕
作

放
棄
地
）
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

（一
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
参
照
） 

優
良
農
地
の
確
保
を
図
る
た
め
に

は
、
遊
休
農
地
の
解
消
は
喫
緊
の
課

題
で
、
改
正
農
地
法
に
お
い
て
は
農

業
委
員
会
の
新
た
な
役
割
と
し
て
、

農
地
の
利
用
状
況
調
査
や
日
常
的
な

把
握
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

●
遊
休
農
地
は
地
域
環
境
の
悪
化 

 
遊
休
農
地
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
ま

す
と
、
不
法
投
棄
、
雑
草
の
繁
茂
や

病
害
虫
の
発
生
、
土
砂
等
た
い
積
、

火
災
の
発
生
な
ど
、
近
隣
周
辺
へ
の

環
境
の
悪
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

●
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

農
地
は
、
一
度
荒
れ
て
遊
休
化
し
ま
す

と
元
の
農
地
に
戻
す
ま
で
大
変
な
労
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

ご
自
分
で
耕
作
で
き
な
い
場
合
は
、

地
区
の
農
業
委
員
や
農
業
委
員
会
事
務

局(

電
話
６
２
６
‐
２
１
５
９)

ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

～
農
地
所
有
者
の
皆
様
方
の 

ご
理
解
と
ご
協
力
を 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
～ 

■
ス
ト
ッ
プ
！
農
地
の
違
反
転
用 

 

農
地
は
、
わ
た
し
た
ち
の
大
切
な
食

料
の
供
給
基
盤
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

景
観
・
環
境
保
全
や
防
災
な
ど
、
重
要

な
機
能
と
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
許
可
な
く
勝
手
に
農
地
以

外
の
も
の
に
転
用
し
ま
す
と
、
周
辺
の

農
業
へ
の
支
障
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
も

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
農
地
を
転
用
す
る
場
合

は
、
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す
。 

●
農
地
の
転
用
と
は
・
・ 

 

農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
農
地
で

な
く
す
こ
と
で
、
例
え
ば
農
地
を
住
宅

用
地
や
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
等
の
農

地
以
外
の
用
途
に
変
更
す
る
こ
と
で
す
。 

●
無
断
転
用
に
対
す
る
厳
し
い
罰
則 

 

許
可
を
受
け
な
い
で
、
無
断
で
農
地 

を
転
用
し
た
場
合
は
、
農
地
法
に
違
反

す
る
こ
と
と
な
り
、
工
事
の
中
止
や
原

状
回
復
な
ど
を
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。 

 

無
断
で
違
反
転
用
を
し
た
者
は
、
三

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
百
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
さ
れ
ま
す
が
、
改
正
農
地

法
に
よ
り
、
法
人
の
場
合
の
罰
金
は
一

億
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

●
現
地
確
認
や
巡
回
を
し
て
い
ま
す
。 

農
業
委
員
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
農
地

の
違
反
転
用
の
有
無
や
管
理
状
況
に
つ

い
て
、
地
区
内
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
申
請
の
あ
っ
た
農
地
の
転
用

等
に
つ
い
て
も
地
区
会
の
開
催
や
現
地

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
（左
写
真
） 

●
安
易
に
業
者
と
契
約
し
な
い
で
！ 

 

万
が
一
、
業
者
か
ら
農
地
造
成
や
転

用
等
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
場
合
は
、
安

易
に
契
約
し
な
い
で
、
必
ず
地
区
の
農

業
委
員
又
は
農
業
委
員
会
へ
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
転
用
が
許
さ
れ
な
い
農

地
や
限
ら
れ
た
用
途
に
し
か
転
用
で
き

な
い
農
地
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご

注
意
願
い
ま
す
。 

               

かけがえのない農地を守ろう！ 
 
違反転用・遊休農地 

農業委員による現地調査（於：市内大島地区） 
■参考引用「ストップ！遊休農地」「なくそう農地の無断転用」(全国農業会議所)「はだの農業委 

員会だより第 90 号」 

「月間ＮＥＷＳがわかる：農地が消える（毎日ｊｐ）」等 

 

■参考引用「ストップ！遊休農地」「なくそう農地の無断転用」(全国農業会議所)「はだの農業委 

員会だより第 90 号」 

「月間ＮＥＷＳがわかる：農地が消える（毎日ｊｐ）」等 
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平成２１年度 

農家意向調査の実施 
 農家の実態を把握し、農地の有効利用や農地

の流動化を図るために毎年行われるものです。 

農地所有者の皆様のご理解とご協力をお願い

します。 

記 

■調査日程 

・調査票の配布：平成２１年１０月下旬 

・調査票の回収：平成２１年１１月下旬 

■問合せ先 

 焼津市農業委員会（℡６２６－２１５９） 

・週刊：金曜日発行 

・月 600 円（税込） 

・購読申込は、農

業委員会までご

連絡下さい。 

 

          

農業者年金相談会の開催 
農業者年金相談会の開催日程をお知らせします。 

■日時：平成２２年１月 12 日（火） 

     午前 10 時 30 分～午後 3 時 

■会場：議会庁舎 3 階 302 号室 
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農業委員会委員選挙人名簿  
の登録申請書の提出（お願い） 

農業委員会では、農業委員会選挙人名簿の作

成のため、登録申請書を各農家に配布します。 

記 

■申請書の配布：平成２１年１２月下旬 

■申請書の回収：平成２２年 １月中旬 

■問合せ先 

 焼津市農業委員会（℡６２６－２１５９） 

 

地域の取り組みの様子が楽しみだね！ 
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２０１０農林業センサス 

２月から全国一斉に実施します。 

 

■農林業センサスは、５年に一度、全国一斉に農林

業や農山村の実態を、明らかにするための大切な

調査です。 

■農業者の方々のところへ、市の統計調査員が調査

票の記入のお願いに伺います。 

※調査へのご理解とご協力をお願いします。 

■調査期間：平成２２年１月下旬～２月中旬 

■問合せ先：市統計担当（℡６２６－２１４４） 

■焼津市農業委員会だより第８号 
■発行：平成 21 年 10 月 ■編集：焼津市農業委員会 
■住所：〒425-8502 焼津市本町 2丁目 16 番 32 号 
■電話：626-2159    ■FAX：626-2188 
■Email:nougyouiin@city.yaizu.lg.jp 

 


